
30-0839 W33-8 
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【目的】中国から輸入した N-Nitrosofenfluramine(N-fen)を含むダイエット用健

康食品の摂取後に、死亡例を含む肝障害が多発した。そこで(±)-Fenfluramine か

ら(±)- N-fen を合成し、マウスへの経口投与を行い肝機能等に及ぼす影響を調べ

た。 

【方法】ダイエット食品中の含有量から算出した 1 日摂取量 0.52 mg/kg(L 群)及

び5.2 mg/kg(M群）、52 mg/kg(H群)をオリーブオイルに混和して5週齢のCD-1(ICR)

雄マウス(1 群 10 匹)に 1 日 1 回 1 週間連続経口投与し、その間の体重・摂餌量・

一般症状を観察した。投与終了後採血し、器官重量の測定、血清生化学検査、肝

の薬物代謝酵素量(P450)の測定を行った。 

【結果及び考察】N-fen 投与群マウスの体重、摂餌量に有意な変化は認められなか

った。器官重量では、M及び H 群の肝臓及び腎臓の有意な増加、心臓の増加傾向が

みられた。血清生化学検査では、M及び H 群のアルカリホスファターゼ活性が有意

に上昇した。アスパラギン酸アミノトランスフェラーゼ、アラニンアミノトラン

スフェラーゼ活性も投与群で増加傾向がみられた。総ビリルビン、アルブミンは

減少傾向を示した。薬物代謝酵素量(P450)は、H 群で有意に高かった。以上のよう

に N-fen 投与はマウスにおいては胆管うっ帯を含む薬剤性肝障害が疑われる結果

を得た。現在、肝の病理組織学的検索を行っている。ダイエット効果に関与する

と考えられる神経系への影響は小さいと考えている。 


